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　　　スピリチュアリズムから見た新新宗教
　　　（幸福の科学・統一教会・ＧＬＡを中心として）

　前号では、スピリチュアリズムから見たニューエ

イジ・チャネリングについて述べてきました。今回

は、スピリチュアリズムから見た新新宗教について

述べたいと思います。

　日本における新宗教（新興宗教）といえば、江戸

から明治期に確立した教派神道系の天理教や金光教

や黒住教など、また大正・昭和の二度にわたる国家

による大弾圧を受けた大本教、そして昭和になって

急激な勢力拡大を果たした創価学会、立正佼正会、

霊友会、生長の家、ＰＬ教団、世界救世教、真光教

などを指します。

　それに対して新新宗教とは、そうした新宗教に比

べ、つい最近になって名前が知られるようになった

宗教教団のことです。１９７０年代以降に設立され

たもの、あるいはその頃からその存在が急に世間に

知られるようになったもので、現在、ひじょうに活

発な活動を展開しているものを指します。具体的に

は、白光真宏会、ＧＬＡ、幸福の科学、コスモメイ

ト、真如苑、さらにはキリスト教系の統一教会など

です。そして、これらとは一線を画しますが、盛ん

に宣教活動をしているものとして、ものみの塔（エ

ホバの証人）、モルモン教などが目立ちます。

　新新宗教は新宗教に比べ、世界観・価値観・生命

観・死生観など全般にわたって進んでいると言って

もよいでしょう。救済観・運命観に関してみても、

新宗教が先祖供養や浄霊を中心としているのに対し

て、新新宗教ではスピリチュアリズムに近い立場を

とるものが多いのです。

　今回はスピリチュアリズムから新新宗教を見て行

きますが、その中で代表として三つの教団を取り上

げることにします。幸福の科学、統一教会、ＧＬＡ

です。これらを取り上げたのは、それらの教義の内

容がスピリチュアリズムに非常に似ていること、そ

のために多くの人々、とりわけ若者の心をとらえて

いること、そして使命感と情熱をもって布教に取り

組んでいることからです。布教に対する情熱・真剣

さということであればエホバの証人などは真っ先に

取り上げるべきですが、教えの内容があまりにもス

ピリチュアリズムから離れているため除外します。

　私達スピリチュアリズムを信じる者として、これ

らの新新宗教とスピリチュアリズムの違いを知って

おくことが必要です。スピリチュアリズムの観点

（高級霊の観点）から見た時、正しいものについて

は認め、間違っているものについては、どこがどう

間違っているのか、はっきりと指摘できることが必

要です。それが高級霊の地上の道具・手足としてス

ピリチュアリズム（最高純度の霊的真理）普及に係

わる私達の責任でもあります。

　まず、これら三つの新新宗教に共通する点を整理

しておくことにしましょう。その後に、一つひとつ

の教団について問題点を述べることにしましょう。

　これら三つの新新宗教の教え（教義）には、スピ

リチュアリズムによって示された霊的真理との共通

点・一致点があります。まず、霊界という死後の世

界をいずれもが認めています。死後、霊体という形
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態をもって生き続けると言います。また、その死後

の世界（霊界）はいろいろな界層から成り立ってお

り、どの界層に住むようになるかは、その人の魂

（霊性）の成長度合いによって決定されると言いま

す。そして死後の界層を決定する魂の成長は、地上

での努力・精進を通じてなされると説いています。

このように、これら三つの教団には明確な“死生

観”があると同時に、自力救済という“救済観”も

あるのです。

　さて、その地上での魂の成長を可能とする生き

方・努力とは一体何かということですが、いずれも

が「利他的生き方・自己犠牲的生き方」であると言

っています。イエスやシャカによって説かれた利他

的生き方こそが、最も価値ある生き方とされていま

す。さらにはまた、そうした利他的生き方、人を愛

する実践の一つとして、物質主義・利己主義の世の

中にあって苦しむ人々に、正しい生き方を伝え教え

ることが大切なこととされています。すなわち“使

命感”をもって布教に携わることが、最も価値ある

生き方ということになるのです。

　こうした教理はまさにスピリチュアリズムの言う

ところと同じものです。高級霊の教えそのものと言

ってもよいほどです。文句のつけようがないほど、

スピリチュアリズムと一致しています。この点で、

これら三つの教団はスピリチュアリズムそのものと

言えるでしょうし、多くの新新宗教の中で傑出して

いると言えるかも知れません。

　それならば将来、これらはスピリチュアリズムと

同じ方向に向かって歩んで行くことができるのでし

ょうか。これらとスピリチュアリズムはお互いに歩

み寄ることができるのでしょうか。スピリチュアリ

ズムは外見上の名称にはこだわりません。どこの教

団であるかは問題にしません。ただ真理の内容が同

じならばよい、という考え方なのです。霊的真理と

いう唯一の事実に合致しているかどうかだけを重要

視する立場です。同じ霊的真理を共有している以

上、これらの新新宗教とスピリチュアリズムは霊的

真理普及に対して共同歩調を取ることができるはず

です。

　しかし結論を言えば、これらの教団とスピリチュ

アリズムは本質的に違っています。その違いは、教

義の一部がスピリチュアリズムと異なっている、と

いった次元の問題ではありません。もっと本質的な

ところで、スピリチュアリズムとこれらの教団は違

っているのです。その理由は、これらの三つの教団

が同じスピリチュアリズム的な真理を共有しなが

ら、お互いに全く歩み寄れない現実を考えてみれば

はっきりします。なぜこれらの教団は歩み寄れない

のでしょうか。歩み寄るどころか、お互いがそれぞ

れ自己の教団の優越性を主張しています。スピリチ

ュアリズムと等しい優れた真理を手にしているはず

なのに、どうしたことでしょうか。

　その一番の原因は、これらいずれの教団にも「強

烈なカリスマを持った教祖がいる」ということなの

です。それぞれの教団では、自分達の持っている真

理は我が教祖によってもたらされたものであり、そ

の宇宙の真理を明らかにした教祖は、宇宙の中で最

も優れた存在・最高の存在であると位置付けされて

います。そのため、これらの教団では霊的真理より

も教祖の方が重要視されるようになってしまってい

ます。もし我が教祖がいなかったら、地上人類は真

理を知ることができなかったと考えるのです。実は

この「教祖と霊的真理という関係」こそ、スピリチ

ュアリズムとこれらの新新宗教の本質的な違いなの

です。

　特に幸福の科学と統一教会には、それがはっきり

当てはまります。霊的真理と教祖の関係をぎりぎり

まで突き詰めて行くと、これらの教団の本質が浮き

彫りにされてくるのです。スピリチュアリズムは霊

的真理だけを問題とします。神と人間の間の仲介者

は必要ないとします。特別な人間は認めません。す

なわち霊的真理が全てであって、教祖や救世主は必

要ない、というのがスピリチュアリズムなのです。

率直に言えば、これら二つの教団においては、スピ

リチュアリズムに反して、霊的真理は教祖のカリス

マ確立のための道具となっている、ということで

す。

　次にこれらの教団を別々に取り上げ、もう少し踏

み込んで見て行きましょう。

幸福の科学について

　教祖大川隆法氏は、自らを地球系霊団の最高大霊

であるエル・カンターレの本体意識であると言いま

す。氏は単に仏陀として再誕したのではなく、シャ

カよりも大きな本体意識であると言います。氏は自

らをシャカ以上の存在であると断言し、さらに自分

と神は一体であり、宇宙一の指導者であると位置付

けしています。私達にとってエル・カンターレなど

という呼称はどうもピンときませんが、別の言い方

をするなら、彼は自分の存在意識は人間を超えた神

そのものであると言っているのであり、また法その

ものであると位置付けしているのです。こうして彼

は自らの立場を、神と等しい人類史上で最大最上の

もの、これ以上のものはない、というところまで高

めています。

　しかし彼が自分のことをどれほど大きな存在であ

ると主張しても、スピリチュアリズムの霊的真理に

照らした時、その誤謬はあまりにも明らかです。厳

しい言い方のようですが、大川氏は自分に都合よく

作り出した造語を駆使して大言壮語していると言わ

ざるを得ません。幸福の科学の出版物は結局のとこ

ろ、彼が宇宙最大の存在であるという独断的主張を

正当化しようとする試みに他なりません。

　ご存じのように、彼は初期には次々と霊言集を出

しました。歴史上の有名人の霊言集を手当たり次第

出すことによって、自らがこうした歴史上の人物よ

り上に立っていることを主張しようとしました。し

かし彼のこの試みも、スピリチュアリズムを通じて

霊界通信のメカニズムを知った者にとっては、全く

の人為的なものであることは明白です。霊界通信の

価値はその内容にあることは言うまでありません

が、彼によって示された霊言の内容は極めてレベル

の低いものばかりです。これらが本当に彼が霊界か

ら受け取ったものであるとするなら、そのソース

（通信霊）は低級霊ということでしょう。

　また彼は自分の指導霊として、出口ナオ（大本教

教祖）、中山みき（天理教教祖）、聖観世音菩薩、

聖母マリア、浅野和三郎、モーリス・バーバネル、

シルバーバーチ、トルストイ、ペテロ、不空三蔵、

日蓮、マホメット、アインシュタイン、高橋信次、

イエス・キリスト、シャカ、天御中主大神を挙げて

います。ここには、他宗教の祭神や教祖や有名宗教

者を一方的に自分の指導霊とすることで、自分の権

威を高めようとする幼稚な論理が窺えます。背後霊

現象の実態を知る者にとっては、彼の言っているこ

とは茶番劇と言う他ありません。挙げ句の果てに

は、神（天御中主大神とはキリスト教の神をさす）

までが指導霊と言うのですから、何とも言いようが

ありません。

　また彼はたびたび他宗教を徹底して非難してきま

した。相手を非難することによって自らの立場が高

いことを誇示しようとします。これも前述した霊言

集や背後霊と同じ発想から出たものでしょう。しか

し、もし自らの立場が歴史上かつてなかったほどの

この世を超越した偉大な存在なら、どうしてこれほ

どまでに次元の低いことに係わる必要があるのでし

ょうか。

　さらに彼は他人の前世までも勝手に極め付けるよ

うな行為に出ます。しかし幸福の科学で言うところ

の前世は、何の根拠もないものばかりです。スピリ

チュアリズム、とくにシルバーバーチやマイヤース

によって明らかにされている再生の複雑さを考える

と、彼が言う前世は、ほとんど全てがフィクション

であることが分かります。他人の前世をとやかく言

う目的が、相手を低め、それによって自分を高めよ

うとするためであることが丸見えなのです。

　結局、これらのことから言えることは、彼は霊的

世界について何も知らないということです。霊的世

界については、ほんのひとかけらの実感も体験した

ことがないでしょう。もし本当に知っているとする

なら、彼は自分の行為の結末に身震いを覚えること

でしょう。たとえ彼が死後の永遠の生命について語

り、地上の利他的愛の重要さを説いたとしても、そ

れは全て自分のカリスマを作り守るための手段であ

ると言わざるを得ないのです。
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　大川氏が自分の指導霊・背後霊として挙げたシル

バーバーチの霊訓を直接読み、これと氏の言うとこ

ろのものと比較したら、それだけでその真偽は明ら

かになります。シルバーバーチをわざわざ自分の指

導霊に取り込もうとしたのは、シルバーバーチに脅

威を感じていたからでしょう。本物の高級霊の迫力

に恐れを感じたからでしょう。幸福の科学の教えの

偽善性は、スピリチュアリズムと比較さえすれば明

白になります。ごく普通の理性を持った人間なら、

程度の悪い作り話や大言壮語の中に、何一つ真実の

ものがないことに気がつくはずです。

　その意味で、現在幸福の科学に係わりを持ってい

る人々には、何よりもスピリチュアリズムの霊的真

理を読んでもらいたいと願っています。もし時期が

来ている人なら、その内容のあまりの違いに直ちに

気がつくことでしょう。大川氏がやみくもに突き進

んだ自己証明路線は目に余る幼稚性のため、それほ

ど深く信者の心を洗脳できていないと思われます。

　本物でないものは、本物（スピリチュアリズム）

が現れると、いとも簡単に崩れてしまいます。動機

が純粋であるなら何一つ恐れる必要はありません。

たとえ未熟さや無知から間違いを犯すことがあった

としても、それに気づいたなら、謙虚に反省して訂

正すればよいだけのことなのです。

　大川氏と幸福の科学にとって、スピリチュアリズ

ムほどの脅威はないでしょう。シルバーバーチが自

分の指導霊であるなどと言って繕えるうちは何とか

やって行けるかも知れません。しかし、それはいつ

までも続くものではないのです。信徒が目覚め、真

摯な思いでスピリチュアリズムの霊的真理を直接読

むようになれば、幸福の科学の教理の真偽はたちど

ころに明らかにされてしまうのです。

統一教会（改称世界平和統一家庭連合）について

　統一教会が、スピリチュアリズム的霊的真理と強

大なカリスマ教祖を持っていることは幸福の科学と

の共通点です。統一教会では、教祖文鮮明氏をキリ

ストの再臨と考えています。経典である『原理講

論』は、つまるところ文鮮明氏が再臨のメシヤであ

ることを証明するためのものです。では、どのよう

にそれを証明しようとしているのでしょうか。

　統一原理はキリスト教とは異なる独自の聖書の解

釈をします。人類の罪の起源を旧約聖書の創世記の

失楽園の物語に求めるところは一般のキリスト教と

同じですが、その内容の解釈においては大きく隔た

っています。統一原理では人類の始祖がサタンと性

的関係を結ぶことによって原罪が生じ、やがてこの

罪が全人類に及んだと言っています。そしてこの罪

は、原罪のない神の一人子メシヤによってのみ償わ

れることができるのだと言うのです。そして神は人

類を救うために、このメシヤを地上に送り出すため

の準備をすることになります。それが、これまでの

人類歴史の歩みであったと言うのです。そうした神

の導きの結果この世に送り出されたのが、二千年前

のイエスであったのです。ところがイエスは十字架

に掛かり、その救いは未完成のまま（霊的救いはな

されたが肉的救いはなされなかったと言う）残され

ることになります。そのため神はさらに二千年の歴

史をかけて導き、今、再臨のメシヤとして文鮮明氏

を再び地上に送り出すようになったと言うのです。

この再臨のメシヤはサタンと戦い勝利して、人類に

残されたままになっていた救いを成就して、人類に

最終的な救いをもたらすようになると言います。人

類は文鮮明メシヤによって原罪を拭い去り、完全に

救われ、またそうした人間が増えることによって地

上には地上天国が到来すると言うのです。

　経典である『原理講論』は膨大な思想体系となっ

ています。そしてその内容は精緻をきわめ、一見、

完成度の高い教理となっています。その体系の大き

さ、論理展開の整合性、さらに現代の科学的知識ま

でを取り入れた内容を前にして、初めてこれと出会

った人々は反駁すべき手段を持ち得ません。これま

で統一教会の活動（募金や霊感商法など）が社会的

に非難されてきましたが、それが教団にとっての致

命的な打撃とならなかったのは、こうした強烈な教

理という土台の上に立っているためなのです。また

キリスト教サイドからその聖書の比喩の解釈の間違

いが指摘されても何らダメージを受けなかったの

も、これまでのキリスト教にはない思想体系をそな

えていたからなのです。

　外部からの非難が浴びせられても、それはさした

ることではありません。なぜなら統一教会にはキリ

スト教にはない霊界の知識があり、イエスを含めた

全ての霊界の人々の応援・バックアップを受けてい

ると信じているからです。外部からの反対は単に地

上での出来事であり、霊的に無知な人々がなす偏狭

な行動に過ぎないと思っています。自分達こそが霊

界の意向にそい人類を救う最高の使命を与えられて

いる以上、そうした反対は取るに足りないことと考

えているのです。

　これまで、この統一原理の本質・根幹部分に対し

て踏み込んだ批判はありませんでした。なかったと

いうより出来なかったと言うべきでしょう。しかし

今、統一原理の核心部分に対しての批判がスピリチ

ュアリズムにおいて初めてなせるようになりまし

た。一見、完璧で矛盾のない壮大な統一原理は、人

間が原罪を持つというところから出発します。この

出発点が正当なものであるなら、その後の精妙な論

理によって、文氏がメシヤであるという証明も可能

となるかも知れません。

　統一原理の権威の根拠は霊界であり、イエスを含

めた霊界の人々に置かれています。また文氏こそ霊

界において最も権威ある人間であることに置かれて

います。また彼ほど霊界の全てに通じている人間は

ないことを認めることにおいて、統一原理の権威は

保たれています。文氏は霊界の人々全てを含めて、

誰よりも霊的事実に通じていると信じられていま

す。これが統一教会の打たれ強さの理由だったので

す。また世間の人々が適切な批判・反論を加えるこ

とができなかった理由でもあったのです。

　しかしスピリチュアリズムは、統一原理の領域内

に入って同じレベルからストレートに臨み対するこ

とができます。統一原理の評価・批判は、「霊的な

事実」という点においてなされるべきものです。統

一原理に対する真偽は、それが（霊的）事実である

のか事実でないのかという点において、はっきりさ

せられるべきものなのです。それが出来るのは、言

うまでもなくスピリチュアリズムをおいて他にあり

ません。なぜなら、スピリチュアリズムほど霊界の

事実を細部にわたって明らかにしているものはない

からです。

　スピリチュアリズムによって明らかにされる結論

を言えば、統一原理の出発点であり同時にメシヤ観

の土台になっている原罪は存在しないということで

す。そういう事実はこの世にもあの世にもないので

す。また原罪を作る原因となったサタン（堕天使）

も霊界に存在しません。この二つのことが意味する

ものは実に重大です。なぜなら、このことによって

膨大な統一原理の全てが根底から崩されてしまうか

らです。当然メシヤの必要性の根拠も失われるし、

文氏がメシヤであるということも全て虚構となるの

です。霊界にいる高級霊で、原罪の存在、そしてサ

タンの存在を認める者は誰一人としていません。

　スピリチュアリズムは、それこそ霊界の全ての高

級霊における知識の総結集が背景となっています。

統一教会の立場では、メシヤ文氏は、こうした霊界

の高級霊よりも霊的事実に通じて霊界の事実を知っ

ている。その彼が言う以上、やはり統一原理のほう

が正しいのだと言うでしょう。原罪はある、サタン

はいると必死に言い張ることでしょう。しかし肉体

を持ち脳の意識で思考する地上人は、その認識レベ

ル、知り得る霊的知識は宿命的に限られています。

それに比べて、肉体を持たずに自由に存在する霊界

人は、地上のいかに卓越した霊能者よりも比較にな

らない認識能力を持っているのです。

　近い将来、間違いなく、スピリチュアリズムは統

一教会にとっての最大の脅威となるでしょう。スピ

リチュアリズムは、霊的事実を統一原理に指し示す

ことによって、統一原理を根底から覆す力を持って
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いるのです。キリスト教からの反発も、マスコミか

らの非難も、政治的な圧力も、統一教会にとっては

真の脅威ではありません。それらはむしろ内部の結

束を固めてくれるありがたいものなのです。統一教

会にとっての真の脅威はスピリチュアリズムという

霊界の事実なのです。

　スピリチュアリズムが最大の脅威であるという点

では、統一教会は幸福の科学と同じです。すでに統

一教会では、スピリチュアリズムに脅威を感じ始め

ているのでしょう。統一教会系列の出版物（『霊界

を科学する』野村健二）の中で、わずかですがシル

バーバーチについて触れています。しかしそこで

は、シルバーバーチは再生を否定している者として

紹介されています。何という自分に都合のいい理解

なのでしょうか。自己の教理の正当性を主張しよう

とするのは構わないことですが、白を黒と言うよう

なことはすべきではありません。度を超した自己正

当化はマイナスを作り出すだけなのです。

　幸福の科学と統一教会について述べてきました

が、両者の共通点をもう一度、整理してみましょ

う。

　大川氏や文氏がどれほど霊界の事実を全て知り得

ると自己主張しても、それはほんの部分的なものに

過ぎません。スウェーデンボルグは霊界に何年間に

もわたって訪れ、霊界の事実を明らかにした人物と

して歴史的に名を知られていますが、実は彼が示し

た内容は、霊界にいるごく普通の者において知られ

得る常識レベルの知識に過ぎません。それはスウェ

ーデンボルグはどこまでも地上の人間としての霊界

訪問であり、臨死体験の領域に在ったからなので

す。そのため限られた霊界の様子しか明らかにでき

ませんでした。しかもその記述は潜在意識の強烈な

脚色によって、かなり真実性が薄められたものとな

っています。

　高級霊によってあの世からストレートに地上に送

られてきた情報と、地上サイドの人間を通じての情

報では、その内容には天と地ほどの違いがあるので

す。シルバーバーチやインペレーターなどの高級霊

の通信と、大川氏や文氏の語るあの世についての内

容を比較するだけで、どちらがより広く・深く・正

確に霊界の様子を認識しているかは一目瞭然なので

す。結局は、大川氏も文氏も人為的・人工的教理を

説いたに過ぎないことが分かります。どれほど自分

達は霊界でトップであると主張しても、それを実際

に認める霊界人は誰ひとりいないのです。

　この両教団を信じている方達に対しては、スピリ

チュアリズムの説く霊的真理と自分達の教理を比較

されることを願います。どちらがより深く霊的世界

について明らかにしているかを十分検討してくださ

い、ということです。人間に理性が与えられている

のは、これを用い比較して、より正しいものを見つ

け出すためです。疑うことを禁止するのは、神が人

間に理性を与えた趣旨に反することなのです。自分

達の教理が絶対に正しいという自信があるなら、他

との比較に脅えることはないはずです。

　幸福の科学と統一教会について結論を言えば、霊

界の高級霊で大川氏や文氏の権威を認める者はいな

いということです。また両氏が主張する、自分達だ

けが特別であるという立場を認める者もいないとい

うことです。結局、それらの教団の教理の中から、

教祖の権威とその存在の必要性を取り除いて、後に

残ったスピリチュアリズムと共通する霊的真理のみ

が、霊界に通用するものなのです。

　これら二つの教団では、霊的真理を教祖のカリス

マ確立に利用してきました。また死後の救いを手段

にしたり霊界の罰をほのめかせ、信者の心を煽り、

多くの純粋な人達を狂信的な信仰の道へと駆り立て

てきました。

　統一教会が世界布教のためにアメリカに進出し、

結果的に敗退の憂き目に遭ったのは、統一原理とい

う人為的教理が、ニューエイジという、より本物に

近い教理に敗れ去ったことを意味します。再臨のメ

シヤという錦の御旗を掲げた神権政治確立の野望

が、ニューエイジ的世界の前で挫折を余儀なくされ

たのです。長い目で見れば、地上的な洗脳や間違っ

た使命感だけでは人の心はつかめないものなので

す。
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　幸福の科学も統一教会も部分的にはそれなりに正

しい霊的真理を説きながら、その一方で強力な教祖

のカリスマを打ち出しました。教祖は天によって公

認された特別な立場であると考えます。しかしその

ために教理の全体的な方向性は、各自の魂の成長を

最優先することでなくなります。すなわち教団のた

めに働くことが神のために働くことになり、それが

最も価値ある信仰と人生であることにスリ替わって

います。そこでは結果的に、霊的真理や魂の成長よ

り教団と教祖が重要視されるようになっています。

　たとえ自分達の教団は魂の成長を重要視している

と力説しても、それを最優先としなければ、おのず

と魂の成長は後回しになり、やがてそれも押し潰さ

れてしまうようになります。魂の成長についての方

針は、それを重要視するということではなく「最優

先する」というのでなければなりません。魂の成長

が教祖のカリスマに押し潰されているのが、それら

二つの教団の実情なのです。

　カリスマ確立に関して見る限りでは、統一教会が

数段上を行っているようです。幸福の科学では有名

人や神々を自分の指導霊にしたり、数多くの著名な

人物の霊言集を作るなど、自分で自分の偉大さを並

べ立てることによって自らの偉大さが証明されると

するような、見え透いた手段を取っています。

　それに対して統一教会は、サタン—原罪—メシヤ

による救済といった精妙な論理体系を作っていま

す。方法において両者の間には、子供と大人ほどの

違いがあります。統一教会ではその精巧な論理性ゆ

えに強烈な洗脳が可能となり、死後も霊界において

地上同様な狂信世界を作り上げることが考えられま

す。この点では、ものみの塔（エホバの証人）やク

リスタデルフィアンの信者と同じような死後の経過

をたどることになるでしょう。

　幸福の科学も統一教会も、教祖の死後、急激に勢

いを失うことになるのは間違いありません。なぜな

ら、一人の人間によってのみ救いが与えられるとい

う狂信的信仰は神の造られた摂理に反し、霊的な目

覚めの到来した人間を、もはやつなぎ止めることは

できなくなるからです。

　幸福の科学も統一教会もともに、地上ユートピア

建設、地上天国建設の最終目標を掲げています。し

かし本当に神と人類に貢献したいということなら

ば、それらの教団の中から真っ先に教祖の存在とカ

リスマを否定すべきなのです。そして後に残った霊

的真理だけを教団の教理とすべきなのです。そうし

た時、各自の魂向上のための努力が教団の中心的方

針となって行くでしょう。それでこそ始めて、霊界

の道具となって働くことができるようになるので

す。利他愛・自己犠牲の愛のすばらしさ、そして霊

界という永遠の世界の存在が、単なる自己アピール

の材料から真に生きたものとなるのです。

ＧＬＡについて

　幸福の科学・統一教会に比べ、ＧＬＡはきわめて

良心的です。それは高橋信次という教祖の人間性に

負うところが大きいと思われます。彼は稀に見る偉

大な霊能力者でしたが、それだけに止まらず実に誠

実な宗教者でもありました。彼の霊能力ならびに人

格、そしてその教理から判断すると、彼はまさしく

スピリチュアリズムの高級霊の働きかけを受けてい

たと思われます。おそらくは、彼は明治以降最大の

使命をもって現れた日本人であると言ってもよいで

しょう。

　彼の働きは、それ以前からあった日本心霊科学協

会が精彩を欠き低迷する中で、その使命を代わって

果たしたと言えるでしょう。彼によって、スピリチ

ュアリズム的な実践的信仰がはじめて日本にもたら

されたと言えます。多くの時期の来た人達が高橋信

次の教えによって目覚めさせられたという事実は、

高橋氏が我知らずのうちに、スピリチュアリズムの

道具として貢献したことを意味しています。

　霊能力と同時に内省的な方向を持った高橋氏は、

日本の中にあって希有の人材でした。出口王仁三郎を

凌ぐ日本の誇るべき人物でした。しかし地上にいる以

上、いかに卓越した霊能力者であっても、霊界人のよ
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彼はイエスとシャカの霊格の違いについても知るこ
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いかなるものであるかを、奇しくもＧＬＡが自ら証
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能で混乱を生じるようになるのが必然的成り行きな
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人間（特に霊道の開けたとされる人々）のエゴをコ

ントロールすることは出来なかったのです。
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は、彼らほど積極的に自らのカリスマを確立しよう

としなかったことです。確かに彼も、自分を仏陀の

再生者、さらに晩年には、人類に最終ユートピアを

実現させるために現れた真のメシヤであるエル・ラ

ンティーと公言するような間違いをしてしまいまし

た。自らをシャカとイエスとモーゼスの意識を包含

した、彼らよりもっと大きな存在としたのです。こ

れは明らかに霊的真理と霊的世界に対する無知をさ

らけ出すものです。このように高橋氏も、一歩間違

えるとこの世の醜い教祖に転落寸前の状態にありま

したが、彼の場合は、その誠実な人間性がそこまで

至らしめることを阻止しました。

　とは言っても、彼の作り上げた間違った見解は、

彼の死後大川氏に全て引き継がれ、各種の霊言路線

になったり、エル・カンターレ路線を作り出すこと

になるのです。幸いなことに高橋氏の優れた人間性

が、ＧＬＡが地に堕ちるのをギリギリのところで食

い止めました。また彼が５０歳前にしてこの世を去

ったということが、結果的には幸いして、霊的堕落

への歯止めがかけられたのです。

　霊界における最大の事実とは、イエスを頂点とし

た高級霊一丸となった人類救済の組織活動であるこ

とは言うまでもありません。これに勝る霊界での大

きな動きはありませんし、これ以上の力を持つ存在

もありません。地上でいかに卓越した霊能者であっ

ても、知り得る霊界の事実は限られています。高橋

氏ほどの不出世の霊能者であっても、イエスを中心

とする霊界最大規模のプロジェクトの事実を知るこ

とはできませんでした。高橋氏は無意識のうちに間

接的にこの霊界の大計画の一つの駒として、霊的真
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理普及に協力してきたのです。

　高橋氏は正確な自分の立場と状況を理解できない

まま他界しました。霊界から見れば、彼が生前説い

た教理・教えには多くの誤謬がありました。シルバ

ーバーチに代表されるスピリチュアリズムの霊的真

理とその内容を比較すれば、そのレベルの差は歴然

としています。彼が晩年に最もしなければならなか

ったことは、自らのカリスマを霊的真理によって否

定することでした。また霊的真理こそ全てで、自分

も一人の地上の道具に過ぎないことを表明すること

でした。彼がこうしたことをどのくらい自覚してい

たのか、その実情については知ることはできません

が、結果的には、彼はそれをなすことなく重要な問

題を残したまま他界することになりました。

　ＧＬＡの優れた点は何といってもその内省主義に

あります。ＧＬＡの教理ではそれを、「イエスや仏

陀の説かれた原点に還る」という言葉で表したり、

「イエスに還れ、仏陀に還れ」という言葉で表現し

ています。しかし厳しい見方に立てば、イエスの教

えとシャカの教えが同じ普遍的真理であるとは到底

言うことはできません。これは高橋氏があまりにも

仏陀に引かれ過ぎたための結果なのです。霊界で

は、イエスとシャカの霊的レベルは比較にならない

ものであるのは常識的なことであり、両者を同列に

置くことは大きな間違いなのです。シャカが地上で

悟った内容とは霊的なものではなく、きわめて物質

次元に限られた現象についての法則であり、およそ

普遍的な霊的真理と言えるようなものではありませ

ん。神の存在を否定しようとしたのがシャカの悟り

の実情であったし、シャカは死後の世界や救いに関

心を持つことを我執として不問に付したのです。そ

れでいて自ら悟りを得たと思ったことは、明らかに

錯覚だったのです。高橋氏が掲げたような内容を、

シャカが地上時代に悟ったのではありません。

　このように考えると、ＧＬＡにおける教えは、高

橋氏個人の先入観に支配された教理であることが分

かります。彼は自分で勝手に作り上げたシャカ像を

事実のものとして教理を確立し、それを生涯通して

しまったのです。本来はイエスとシャカの教えはと

ても相容れることができないほど隔たったもので

す。地上時代のシャカの悟りを普遍的真理とみなす

ことは到底できないことなのです。シャカの縁起の

法が普遍的霊的真理ではなく、イエスの愛の教えこ

そが普遍的な霊的真理なのです。異言という霊的現

象の威力でそうした矛盾は陰に隠れ、シャカとイエ

スが同じ普遍的真理を説いたという、大きな誤解が

真実として定着してしまいました。

　高橋氏の後継者佳子氏の代になってからは、こう

した父高橋氏の問題点が徐々に改善されつつあるよ

うに思われます。父親のシャカ重視が訂正され、キ

リスト教的な利他愛重視の方向に動いてきました。

そして同時に、心霊現象（異言）を重視したかつて

の路線がかなり改められています。何より良いこと

は、徹底して内面主義路線を進んでいることです。

父高橋信次氏のカリスマは徐々に薄くなり、それに

比例して、教団は全体として霊的に向上してきまし

た。外見的には信次氏存命中ほどの迫力はなくなり

ましたが、そのぶん正統的な霊的修行が徹底される

ようになり、霊的視点から見たときに明らかに向上

してきていると思われます。そして教理の内容も、

スピリチュアリズムに極めて近いものになってきて

います。今後は教理の整備と同時に、信次氏ならび

に自分のエル・ランティーとしてのカリスマをいか

に払拭して行くか、ということが課題となるでしょ

う。

　日本の歴史上、現在のＧＬＡは最もスピリチュア

リズムに近い存在であると言えます。現在存在する

宗教団体の中で、ＧＬＡが最も霊界の良き道具とな

る可能性を持っていると思われます。今後の健全な

発展を見守って行きたいと思います。

・・・・
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　以上、現代を代表する三つの新新宗教を取り上げ

て見てきました。冒頭でも述べましたように、これ

ら三つの宗教ではいずれも、霊界の実在、霊界での

永遠の生命、そして地上での生き方によって霊界で

のレベルが決定されること、もっとも大切な生き方

は絶対的な利他愛の実践であること、を説いていま

す。まさにこれは、スピリチュアリズムによって明

らかにされた霊的真理そのものと言えます。

　しかしそうした霊的真理が、教団を構える中で教

祖のカリスマと教団の権威に押し潰されてしまって

います。霊的真理よりも教祖や教団が重要視されて

いるのです。せっかくスピリチュアリズムと等しい

霊的真理を持っていながら、それが教祖や教団の権

威づけの道具として悪用されているのです。それは

明らかに霊的真実から大きく外れるものです。結

局、本物でない偽物の宗教と言わざるを得ません。

　教祖が健在で、そのカリスマの威力があるうちは

洗脳の渦の中で全体を走らせることもできるでしょ

う。人間的な意欲の発動によって爆発的な行動力を

示すこともできるでしょう。一見すさまじい勢いで

発展しているかのごとき時期を迎えることもあるで

しょう。しかし所詮、本物でないものは長続きしな

いし、必ず破綻の時がやって来るのです。

　これらの教団に一旦は人生を捧げ、すべてのエネ

ルギーを注ぎ込んだ人達が、それが本物でないこと

に気づいた時、後に残された道はスピリチュアリズ

ムしかあり得ません。なぜなら、これまでの真理を

さらに深く、さらに高めているのがスピリチュアリ

ズムだからです。一度、霊的真理の一部を知った者

が、それ以下の低い真理で満足できるはずがありま

せん。早晩、こうした教団で人生を捧げて歩んでい

る人達にも気づきの時が訪れることでしょう。また

一刻も早く、その時が来ることを願います。

　客観的に考えてみれば、こうした教団で人生を捧

げようと歩んでいる人達は、霊的な目も開かれ、霊

的真理にも馴染み、さらには霊主肉従の自己克己の

努力もしています。そして現実的に自分の人生を犠

牲にして、人のために働こうとしています。たとえ

一人ひとりは教祖や教団に騙され利用されていると

しても、霊的真理にそった真摯な歩みの内容は魂に

蓄積されているはずです。物質に流されているこの

世の人とは比較にならない程の、高い歩みをしてい

るはずです。

　いずれ時期が来ればそうした人達は、スピリチュ

アリズムの真理を深く受け入れることができるでし

ょう。霊界は、スピリチュアリズム普及のために純

粋に人生を捧げることのできる人材を待ち望んでい

ますが、彼らは、その至近距離にいると言えるかも

知れません。いまだに霊的真理に目覚めることな

く、眠ったような中にいる宗教者とは比べ物になら

ない歩みをしていることは間違いないのです。

　スピリチュアリズムが今後、高い次元で受け入れ

られ展開して行くのは、こうした人達を通じてだと

思われます。そういう意味もあって、前号のニュー

エイジに続いて、今回、三つの新新宗教を取り上げ

ました。
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利他愛の実践は魂の成長にとって必須条件

　魂を成長させるためには利他愛の実践は不可欠で

す。利他愛とは霊的エネルギーを周りの人々に与え

ることです。自分や自分の家族のことを心配した

り、一生懸命になることは誰でもできます。しか

し、それによって魂の成長がなされるわけではあり

ません。自分の利益とは関係のない無償の行為が利

他愛です。この利他愛の大切さを強調しない高級霊

はいません。霊訓では繰り返し繰り返し、利他愛の

実践の重要性を説いています。ここでもう一度、利

他愛について考えてみましょう。

地上の大部分の愛は利己愛

　さて利他愛について知るために、利他愛の反対で

ある利己愛について見てみましょう。この利己愛を

観察することで、利他愛について深く知ることがで

きるはずです。“愛”というと真っ先に思い浮かぶ

のが恋愛です。恋愛がいかに心地よいもので、楽し

く心弾ませるものであるかは、いまさら説明する必

要はないでしょう。一生を神に捧げようと固い決心

をしたはずの独身の修道者を、人間の世界に堕とし

め引き戻してしまうのが恋愛です。恋愛の喜悦は麻

薬のような恐ろしい力を持っています。もちろん恋

をする二人は、自分達の愛の純粋さを疑いません。

　しかし、そうした一見すばらしく感じられる恋愛

も、霊的視点から見ると、実は本能から出たもので

あることが分かります。恋愛感情の深層には、相手

を独占したいという支配欲が根を下ろしています。

恋愛感情が最終的に行き着くところは、相手を独占

することです。ですから激しい恋愛であればあるほ

ど、その裏返しとして強い憎しみや苦しみが伴うよ

うになります。恋愛につきまとう苦しみは、すべて

自分の所有欲・独占欲に原因があるのですが、恋愛

感情の麻薬的甘さの中にある時は、なかなかそれに

気がつかないのです。恋愛は本能的感情なので、本

人達の心を支配しているのは、好き嫌いという本能

的な思いだけです。そうした利己的で自己中心的な

感情を、多くの人々は愛と錯覚してきました。恋愛

は霊的に見た時、決して賛美されるものではありま

せん。動物の本能と同じレベルのものであって、霊

的なものではありません。特別な自己克服の努力が

要求されるものではないのです。

　本能に由来する恋愛感情は、いつか必ず冷めるよ

うになっています。長続きしないようになっていま

す。そして恋愛感情が冷めた後には、必ず苦しみが

生じるものです。その苦しみは恋愛感情の激しさに

比例して当人に返ってくるようになります。その苦

しみによって利己愛の間違いを知り、本当の愛の何

たるかを知ることができるならば、恋愛は真の愛を

知るための反面教師となるでしょう。しかし恋愛感

情に流されたままで、魂が成長することはありませ

ん。

　この恋愛に代表される「所有欲・独占欲」と「好

き・嫌いの感情」による関係が恋愛ばかりでなく、

地上で愛と言われるものの実態です。相手のためと

言いながら、本音のところでは自分を中心とし、自

分の思いどおりになることを願い、自分や自分の家

族のためだけの利益を求めます。もちろん誰も、わ

ざわざ意識的に自分だけの利益を求めようと考えて

いるわけではありません。意図的に相手を独占しよ

自分を忘れ、他人のことを思えば思うほど、
それだけ自分が立派になるのです。
　　　　　　　　　　　　　　（利他愛の実践）
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うと思っているわけではありません。本人は相手の

ために尽くしているつもりでいるものの、無意識の
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他愛の実践に踏み出すことができるのです。

真の利他愛の見本̶̶地上人に対する霊界の

人々の姿勢

　では、この地上世界において純粋な利他愛を持つ

にはどうしたらよいのでしょうか。どこかに完全に

利他愛だけに生きている人がいるでしょうか。この

利他愛が最も価値あるものであることを人類に教え

てくれたのがイエスでした。イエスの言動の中に、

私達は本物の利他愛を見ることができます。しかし

実はもっと身近に、純粋な利他愛の模範的実践者が
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バーバーチは言うまでもなく、スピリチュアリズム
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した霊界の人々は、まさに肉体的利己性の全くない

利他愛実践者なのです。高級霊からの霊界通信を通

じて明らかにされたことは、こうした地上時代のイ

エスに匹敵する利他愛の持ち主が私達の背後に数え

切れないほど大勢いて、常に愛し導いてくれている

ということです。

　そうした霊界の人々は、ただ私達の真の幸福だけ

を願っています。私達の幸せを自分のこと以上に求

め、そのために自分のことを忘れるほどに私達のた

めに尽くし、導いてくれています。霊的摂理のもと

で与えられる限りの全てのものを惜しみなく与えて

くれています。そして霊界の人々は、決してその見

返りを期待しません。私達が成長すれば自分のこと

のように喜び、私達が愚かな利己的原因から失敗す

れば、悲しみ哀れに思ってくれるのです。決して怒

ったり憤慨することはありません。ただ一方的に与

えることだけで、全てをよしとしているのです。

　私達がこれまでに出会った地上人の中で、これほ

ど純粋な真の愛で愛してくれた人がいたでしょう

か。私達の母親は、確かに私達のために自分を顧み

ず尽くしてくれました。しかし残念なことに、その

行為の大半は本能に基づいています。その愛は常に

感情的で、自分の子供だけがよければそれでいい、

という支配欲から出ています。しかし霊界の人々

（背後霊）の愛は純粋に利他的で、見返りに対する

何の期待もないのです。

　私達のなすべきことは、霊界の人々が私達地上人

を愛する姿勢に習うことです。霊界の人々を手本と

して利他愛を実践することです。そのためにはま

ず、肉体的思いや感情をコントロールする努力（霊

主肉従の努力）を始めなければなりません。
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利他愛継続の障害

　利他愛の実践とは、ある時だけ、一時的に実行す

ればよいというものではありません。一生涯続ける

べきものです。この地上世界は“心の訓練場”であ

る以上、生涯を通じて利他愛の実践の努力を続ける

ことが必要です。地上人生の最後まで、新鮮な奉仕

意識を持ち続けることが大切です。

　最初に霊的真理と出会った感動は、いつ迄も続く

わけではありません。利他愛にかける情熱も、いつ

の間にか色褪せるというようなことも起こってきま

す。そして情熱が枯渇するにつれ、知らず知らずの

うちに、「愛することよりも愛されること」を相手

や周りの人々に期待するようになります。人からよ

く思われたり、尽くしてもらうことを願うようにな

ります。頭では与えることの大切さを知っている

し、チャンスさえあったら人のために働きたいと思

っているのに、知らないうちに自分の心が、与える

ことより与えられることを願うようになってしまい

ます。　

 これは肉体を持っているため、本能的な思いが霊

的思いを覆ってしまった結果です。しかしそれで

は、真理を知らないこの世の人と何ら変わらないこ

とになってしまいます。しかも困ったことには、本

人は霊的真理を知っているため、自分は霊的道を歩

んでいる、この世の人とは違うのだと思い込んでい

るのです。実際の霊性はしぼみ涸れ果てて、ほとん

ど霊的な死人のようであるのに、自分は真理を知ら

ないこの世の人とは違うというプライドだけは持っ

ています。

　利他愛継続の最大の障害とは、このような感動の

喪失とともにいつの間にか忍び込んでくる、与えら

れることを先に期待する心、愛されることを先に願

ってしまう心なのです。そしてそれに気がつかない

霊的なボケと傲慢さなのです。自分を厳しくチェッ

クできない人、謙虚でない人は、自分が霊的真理を

知っていることで利他愛の持ち主になったかのよう

に錯覚します。傲慢なスピリチュアリスト、自分の

思うようにならないと、すぐに好き嫌いで判断する

スピリチュアリスト、与えられることだけを期待し

ている子供のようなスピリチュアリストが何と多い

ことでしょうか。結局スピリチュアリストと言って

も、それは名前だけのことで、霊的にはこの世の人

より劣ることにもなりかねないのです。

　新鮮な利他愛の意識を持ち続けるには、「自分は

与えるだけでよいのだ」「与えることが自分のすべ

きことであって、人からもらうことではない」と、

きっぱりと割り切った心構えをすることが必要で

す。そして自分の心が与えられることを望んでいな

いか、定期的にチェックすることが必要です。

　もし私達の心に、少しでも相手からの見返りへの

期待があると、それはわずかな期待にとどまらず、

自然にエスカレートし、やがて見返りをもらうのが

当たり前となってしまいます。時には、見返りをく

れない相手を礼儀知らずとか、裏切り者というよう

に考え始めることになります。そうなったら、この

世の人よりももっと醜いことになってしまいます。

「与えるだけでよし、相手の反応は自分の義務とは

関係のないこと、ただ与え続けよう」とのみ、心を

しっかりと固めなければなりません。利他愛を実行

し続けるためには、寂しさに負けない心のタフさが

必要です。踏ん張る強さが必要です。いじけたり不

満をこぼしたりせず、すべてを明るくやり過ごす前

向きで広い心が必要です。霊界の人々が地上人を愛

するように、私達はその姿を見習って行かなければ

なりません。それこそが、まさに地上における最高

の修行なのです。そうした努力を通じて、自分の感

情に流されることなく、別け隔てなく、人を愛する

ことができるようになって行くのです。



��

利他愛継続の障害

　利他愛の実践とは、ある時だけ、一時的に実行す

ればよいというものではありません。一生涯続ける

べきものです。この地上世界は“心の訓練場”であ

る以上、生涯を通じて利他愛の実践の努力を続ける

ことが必要です。地上人生の最後まで、新鮮な奉仕

意識を持ち続けることが大切です。

　最初に霊的真理と出会った感動は、いつ迄も続く

わけではありません。利他愛にかける情熱も、いつ

の間にか色褪せるというようなことも起こってきま

す。そして情熱が枯渇するにつれ、知らず知らずの

うちに、「愛することよりも愛されること」を相手

や周りの人々に期待するようになります。人からよ

く思われたり、尽くしてもらうことを願うようにな

ります。頭では与えることの大切さを知っている

し、チャンスさえあったら人のために働きたいと思

っているのに、知らないうちに自分の心が、与える

ことより与えられることを願うようになってしまい

ます。　

 これは肉体を持っているため、本能的な思いが霊

的思いを覆ってしまった結果です。しかしそれで

は、真理を知らないこの世の人と何ら変わらないこ

とになってしまいます。しかも困ったことには、本

人は霊的真理を知っているため、自分は霊的道を歩

んでいる、この世の人とは違うのだと思い込んでい

るのです。実際の霊性はしぼみ涸れ果てて、ほとん

ど霊的な死人のようであるのに、自分は真理を知ら

ないこの世の人とは違うというプライドだけは持っ

ています。

　利他愛継続の最大の障害とは、このような感動の

喪失とともにいつの間にか忍び込んでくる、与えら

れることを先に期待する心、愛されることを先に願

ってしまう心なのです。そしてそれに気がつかない

霊的なボケと傲慢さなのです。自分を厳しくチェッ

クできない人、謙虚でない人は、自分が霊的真理を

知っていることで利他愛の持ち主になったかのよう

に錯覚します。傲慢なスピリチュアリスト、自分の

思うようにならないと、すぐに好き嫌いで判断する

スピリチュアリスト、与えられることだけを期待し

ている子供のようなスピリチュアリストが何と多い

ことでしょうか。結局スピリチュアリストと言って

も、それは名前だけのことで、霊的にはこの世の人

より劣ることにもなりかねないのです。

　新鮮な利他愛の意識を持ち続けるには、「自分は

与えるだけでよいのだ」「与えることが自分のすべ

きことであって、人からもらうことではない」と、

きっぱりと割り切った心構えをすることが必要で

す。そして自分の心が与えられることを望んでいな

いか、定期的にチェックすることが必要です。

　もし私達の心に、少しでも相手からの見返りへの

期待があると、それはわずかな期待にとどまらず、

自然にエスカレートし、やがて見返りをもらうのが

当たり前となってしまいます。時には、見返りをく

れない相手を礼儀知らずとか、裏切り者というよう

に考え始めることになります。そうなったら、この

世の人よりももっと醜いことになってしまいます。

「与えるだけでよし、相手の反応は自分の義務とは

関係のないこと、ただ与え続けよう」とのみ、心を

しっかりと固めなければなりません。利他愛を実行

し続けるためには、寂しさに負けない心のタフさが

必要です。踏ん張る強さが必要です。いじけたり不

満をこぼしたりせず、すべてを明るくやり過ごす前

向きで広い心が必要です。霊界の人々が地上人を愛

するように、私達はその姿を見習って行かなければ

なりません。それこそが、まさに地上における最高

の修行なのです。そうした努力を通じて、自分の感

情に流されることなく、別け隔てなく、人を愛する

ことができるようになって行くのです。







霊的真理の伝道についての心の準備

　スピリチュアリズムの真理を手にした私達は、霊

的真理の伝道に心が燃え立っていなければなりませ

ん。真理の普及にあたっては、何より無償の精神に

立った伝道の意欲に燃えていることが必要です。そ

れさえあれば具体的な方法は取り立てて言うべきこ

とはありません。後はわずかな注意点があるだけで

す。一人でも多くの人に霊的真理を伝えたい、知っ

てもらいたいという燃える思いこそ、伝道において

何より肝心です。

　霊的真理の伝道をするに際しては、まず「焦らな

い」ということです。一人でも多くの人に霊的真理

を知ってもらいたいという思いは、まさに純粋さか

ら出るものです。そうした思いが強ければこそ、真

理を受け入れてくれる人に出会えないと、どうして

も焦りを持ってしまうようになります。しかしその

時は、次の様な霊的事実を思い起こすことが必要で

す。

　まず、「霊的真理は時期のきた人でない限り受け

入れられない」ということです。時期のきた人と

は、人生の悩みを通じて、心を満たしてくれる真理

との出会いを待ち望んでいる人のことです。そのよ

うな人がもし皆さんと出会うならば、たちまち皆さ

んに引き付けられ、もっともっと話を聞きたいとい

うことになるでしょう。霊的真理に関する本を貸し

て欲しいと自分から言ってくることでしょう。この

ような人が時期のきた人ということです。霊的真理

はこうした人でない限り受け入れられないようにな

っています。

　それを無理やりセミナーに誘って一方的に教え込

むというようなことをすると、一時は洗脳され、本

人も表面上は心が変化したかのように感じられます

が、やがて時間の経過とともにその熱も冷め、あの

高まりは一体何だったのだと恥かしく思うようにな

るのです。さもなくば、単なる活動家になって行く

かのいずれかなのです。霊的視点から見れば、活動

自体が大切ではなく、それによって本人の魂が成長

することが重要です。しかし現実にはその肝心なこ

とが忘れ去られ、組織の歯車として活動して、それ

が神のためであると錯覚している例が多いのです。

霊的真理の伝道には、洗脳もセミナーも必要ありま

せん。霊的真理の普及は、大衆扇動による一時的な

感動と洗脳によって進められるものではありません。

　霊的真理を一人でも多くの人に伝えたいと願って

いるのは、私達だけではありません。霊界でスピリ

チュアリズムに携わる人々こそ、私達よりずっと長

い間、しかももっと純粋に、その思いを持ち続けて

きたのです。霊的真理普及の働きかけは地上サイド

から始まったのではなく、霊界の人々から出発して

います。霊的真理普及の主役は私達ではなく、霊界

の人々なのです。私達はその地上における道具とし

てお手伝いをしているのです。

　霊界の人々は、時期の来た人が誰であるのか正確

に知ることができます。その人が、どのようにした

ら霊的真理に出会うことができるのかも的確に知る

ことができます。そしてその人の霊的背景、霊的レ

ベル、時期、性格、環境、他に与える影響度など、

すべてを考慮した上で、スピリチュアリズムの普及

に最もムダのない導きをするのです。霊界の人達が

最もよいタイミングを見計らって、私達と時期のき

た人との出会いのチャンスが与えられるのです。
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集団的暗示や熱狂的説教による陶酔ではいけません。

理性と叡智と論理と常識、そして何より愛をもって

真実を説くことによって、一人ひとり得心させて行

かねばなりません。結局はそれしかないのです。

　　　　　　　　　　〈シルバーバーチ７—５５〉

　ですから私達は、「時期のきた人と出会わせてく

ださい」と真摯な思いで、毎日毎日祈り続けること

が大切です。バーチは、「皆さんは、心がけ一つで

道具となれることを自覚なさってください。」と言

っています。霊界には、もっともっと人類のために

働きたいと願っている人々が大勢います。地上に働

きかけることのできる道具の登場を待ち焦がれてい

ます。そうした状況の中でもし地上に、「私を道具

として使ってください」と言う人がいるなら、霊界

でそれを見逃すことは絶対にありません。霊界の

人々にとってはこの上ないチャンスの到来です。私

達が自分の利益を忘れ、ただ霊界の道具として使っ

て欲しいとの純粋な決心をするなら、それが無視さ

れることは決してありません。霊界の道具として自

分を使ってくださいと祈る瞬間から、私達は自分ひ

とりの限界を超えて、何十倍、何百倍の力を持つこ

とになるのです。自分一人では到底できなかったこ

とが、霊界の働きによって展開して行くようになり

ます。

　ただその際、私達は霊界からの働きを、地上サイ

ドから計るようなことをしてはなりません。一人の

時期のきた人と出会うためには、霊的に全ての条件

が整う必要があります。それゆえ地上から見ると、

いつまでたっても変化がないように思えることがあ

ります。しかし私達には見えなくとも、霊界では

着々と準備が進められているのです。私達としてな

すべきことは、「自分を道具として用い、できるだ

け多くの仕事をさせてほしいと祈り続けること」

「時期のきた人と出会わせて欲しいと願い続けるこ

と」そして、「今現在、そのためのベストの準備が

霊界で着々と進められていることを信じること」な

のです。道具としての純粋さ、燃える思い、霊界の

人々に対する信頼、これこそが良き霊界の道具とな

るための条件です。

伝道では具体的に何をすべきか

　さてそうした準備ができたら、霊界の人々の導き

がより効果的に実現するために、地上における受け

皿を準備しなければなりません。霊界では、時期の

きた人を私達と出会わせるように導きます。ですか

ら私達としては、できるだけ人と出会う場所や時を

用意する必要があります。新聞広告やチラシなどに

よって読書会への参加を呼びかけてもよいでしょ

う。自分の方から外部の人々の集まりへ参加するの

もよいでしょう。また手紙などを利用するのもよい

でしょう。自分でよかれと思うことは何でもしてみ

ることです。そして自分が霊的真理を持っている人

間であることを、できるだけ多くの人に知らせるこ

とです。そうすれば霊界の人々はそれを利用して、

時期のきた人と私達との出会いのチャンスをつくり

易くなります。霊界から働きかけ時期のきた人をそ

の場に導いたり、インスピレーションによって私達

に気づくように仕向けることができます。

　バーチは、「軽くドアーをたたいてみるので

す。」と伝道の秘訣を教えています。時期のきた人

かどうかの見定めは、少し霊的真理をほのめかせな

さい、ということなのです。時期のきた人ならば、

それだけですぐに飛びついてくるはずです。ほんの

少し霊的真理を語るだけで、関心を向けるはずです。

あなた方が道具を提供し、その道具を使って私達が

仕事をするということです。

　　　　　　　　　　〈シルバーバーチ２—４４〉

たった一人の人間も、霊の力を背後にすれば大きな

仕事ができるのです。

　　　　　　　　　　〈シルバーバーチ７—５３〉
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　一方それとは逆に、時期のまだきていない人に何

とか霊的真理を分からせようと働きかけることは、

時間とエネルギーの浪費に終ります。しかも決して

よい結果は得られません。受け入れることのできな

い人々に霊的真理を分からせようとすることが伝道

ではなく、時期のきた人に出会うことこそが伝道な

のです。できるだけ多くの種蒔きをし、霊的真理の

所在を知らせ、時期のきた人が向こうから出向いて

くるようにするのが、霊界とタイアップした伝道な

のです。

　霊的真理を受けることのできる時期のきた人との

出会いが実現した時、皆さんはきっと霊界の導きを

手に取るように感じられるはずです。大きな感動の

体験をなさることでしょう。

　伝道についてもう一つ心得ておくべきことは、私

達の責任は、霊界の導きによって時のきた人と出会

い霊的真理を示してあげるまで、ということです。

その後、霊的真理を相手がどのように活用し成長し

ていくか、そのチャンスを本当に生かすかどうか

は、私達の責任外のことであるということです。せ

っかく出会ったのにと思って、いつまでもその相手

に固執して未練を持ってはなりません。すぐ次の新

しい人との出会いを求めて出発すべきです。

　もちろん出会いの後、相手が求めてくる限りにお

いては自分の持っているものを可能な限り与えてあ

げるのは当然です。また、そのための時間を惜しん

ではなりません。しかし相手の魂の成長に関して

は、どこまでも本人任せにしなければなりません。

相手にもっともっと成長して欲しいと願うことは純

粋な愛の思いですが、本人の成長は、私達のなすべ

き領分を超えた世界での出来事です。私達が責任を

持とうと考えてはならない世界なのです。与えるま

でが私達のなすべきことであって、その後のこと

は、全てその本人が責任を負うべきことなのです。

それが霊的摂理であるからです。

　もしそうした霊的摂理を踏み外し、相手への情熱

のあまり、相手の心の成長にまで関与し始めると、

いつの間にか相手を自分の所有欲の対象として眺め

るようになってしまいます。私達は霊的指導者にな

ろうと思う必要はありません。またそうした人間に

頼ろうと思ってもなりません。すでに霊界から真理

は与えられているのです。あとは各自が自分の責任

において真理を実践し、成長して行くことが大切な

のです。

　少人数のサークルは、霊的人生を歩む上でとても

プラスになります。スピリチュアリズムの組織化を

図ることは決して間違っていることではないと思い

ますが、その際には最も厳しく自分をチェックしな

ければなりません。なぜなら神のためという出発

が、いつのまにか自分の自己満足のためにスリ替わ

ってしまうことが多いからです。残念なことに、そ

うしたケースを目にすることがよくあります。結局

は、霊的真理を利用した自己満足のための組織作り

に終わってしまっているのです。

　それと同じような落とし穴は、心霊治療に係わる

人達にもよく見受けられます。患者に対する所有

欲・支配欲に対しては、厳しく自分を律しなければ

なりません。誰からも評価されなくとも、霊界の人々

は真実を知っているのです。それを心の支えとして、

与えることだけが自分のなすべき全てであると、心

を強くしなければなりません。謙虚になって、無名
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閉め切られた扉をノックしてみて開かない時は、あ

きらめることです。ノックしてみてすぐに開いた時

は、まっすぐに突き進まれるがよろしい。

　　　　　　　　　〈シルバーバーチ１１—４８〉

それから先のこと、つまりその知識を日常生活にお

いてどう活用するかは、その人自身の責任です。

　　　　　　　　　〈シルバーバーチ１１—４２〉

みなさんは、ご自分で最善と思われることに精を出

し、これでよいと思われる方法で真理を普及なさる

ことです。　　　　　　　　　〈愛の力—１４２〉
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の霊界の道具に徹することです。患者に対する所有

欲を克服する方法は、それ以外にはありません。せ

っかくの神への貢献のチャンスを、自分自身のプラ

イドや自己満足の道具としてはなりません。

　霊的真理の伝道に携わる私達は、常に自分を忘れ

た純粋な奉仕精神を燃え立たせ、同時に霊界の人々

の導きの手助けをする道具であることを常に心にと

め、淡々と歩むことが大切なのです。

わたしたちの新たな道具として、一命を捧げていた

だけませんか。あなたの行為によってたった一つの

魂でも救うことができれば、それだけで、あなたの

地上人生は無駄でなかったことになります。

　　　　　　　　　　　　　　　〈愛の力—５２〉

他人への貢献の機会を与えてくださったことに関し、

神に感謝すべきです。人間として、これほど実り多

い仕事は他にありません。

　　　　　　　　　〈シルバーバーチ１—１１４〉
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欲を克服する方法は、それ以外にはありません。せ

っかくの神への貢献のチャンスを、自分自身のプラ

イドや自己満足の道具としてはなりません。

　霊的真理の伝道に携わる私達は、常に自分を忘れ

た純粋な奉仕精神を燃え立たせ、同時に霊界の人々

の導きの手助けをする道具であることを常に心にと

め、淡々と歩むことが大切なのです。

わたしたちの新たな道具として、一命を捧げていた

だけませんか。あなたの行為によってたった一つの

魂でも救うことができれば、それだけで、あなたの

地上人生は無駄でなかったことになります。

　　　　　　　　　　　　　　　〈愛の力—５２〉

他人への貢献の機会を与えてくださったことに関し、

神に感謝すべきです。人間として、これほど実り多

い仕事は他にありません。

　　　　　　　　　〈シルバーバーチ１—１１４〉



　　　 スピリチュアリズム・ライブラリー
　スピリチュアリズム・サークル「心の道場」では、スピリチュアリズム精選シリーズとして、下記の

本を自費出版しています。

　◆スピリチュアリズム入門　（���頁）
  　　-スピリチュアリズムが明かす-「心霊現象のメカニズム＆すばらしい死後の世界」

　◆続スピリチュアリズム入門　（���頁）
　  　-高級霊訓が明かす-「霊的真理のエッセンス＆霊的成長の道」

　◆スピリチュアリズムの真髄「現象編」　（���頁）
　　『Ｔｈｅ　Ｍｅｄｉｕｍｓ’　Ｂｏｏｋ』　アラン・カルデック編著／近藤千雄  訳

　◆スピリチュアリズムの真髄「思想編」　（���頁）
　　『Ｔｈｅ　Ｓｐｉｒｉｔｓ’　Ｂｏｏｋ』　アラン・カルデック編著／近藤千雄  訳

　◆500に及ぶあの世からの現地報告　（���頁）
　　-エクトプラズムボックスを通じて明らかにされる死の直後の実生活-
　　『Ｌｉｆｅ　Ａｆｔｅｒ　Ｄｅａｔｈ』　ネヴィレ・ランダル著／小池  英  訳

　◆マイヤースの通信－永遠の大道（全訳）　（���頁）
　　『Ｔｈｅ　Ｒｏａｄ　ｔｏ　Ｉｍｍｏｒｔａｌｉｔｙ』　Ｇ・カミンズ著／近藤千雄  訳

　◆マイヤースの通信－個人的存在の彼方（全訳）
　　『Ｂｅｙｏｎｄ　Ｈｕｍａｎ　Ｐｅｒｓｏｎａｌｉｔｙ』　Ｇ・カミンズ著／近藤千雄  訳

　◆霊訓（完訳・上）『Ｔｈｅ　Ｓｐｉｒｉｔ　Ｔｅａｃｈｉｎｇｓ』
　　ステイントン・モーゼス著／近藤千雄  訳

　〈今後の出版予定〉

　◆シルバーバーチの霊訓（仮題）
　　『Ｔｅａｃｈｉｎｇｓ　ｏｆ　Ｓｉｌｖｅｒ　Ｂｉｒｃｈ』（全訳）　Ａ．Ｗ．オースティン編／近藤千雄  訳

　　〈現在絶版となっている書籍の復刻予定〉

　◆シルバーバーチの霊訓『Ａ　Ｖｏｉｃｅ　ｉｎ　ｔｈｅ　Ｗｉｌｄｅｒｎｅｓｓ』
　　トニ-・オーツセン編／近藤千雄  訳

　◆シルバーバーチの霊訓『Ｔｈｅ　Ｓｅｅｄ　ｏｆ　Ｔｒｕｔｈ』
　　トニー・オーツセン編／近藤千雄  訳

　◆シルバーバーチの霊訓『Ｔｈｅ　Ｓｐｉｒｉｔ　Ｓｐｅａｋｓ』
　　トニー・オーツセン編／近藤千雄  訳

　◆霊訓（完訳・下）　『Ｔｈｅ　Ｓｐｉｒｉｔ　Ｔｅａｃｈｉｎｇｓ』
　　ステイントン・モーゼス著／近藤千雄  訳

　◆ジャック・ウェバーの霊現象　『Ｔｈｅ　Ｍｅｄｉｕｍｓｈｉｐ　ｏｆ　Ｊａｃｋ　Ｗｅｂｂｅｒ』
　　ハリー・エドワーズ著／近藤千雄  訳

　◆妖精物語　『Ｔｈｅ　Ｌｏｍｉｎｇ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｆａｉｒｉｅｓ』
　　Ａ・コナン・ドイル著／近藤千雄  訳
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